
作
年
一
一
一
月
着
工
、
八
婚
山
北
側
の
国

道
一
一
一
六
号
線
沿
い
に
、
総
事
業
費
八

億
六
千
万
円
を
投
じ
て
建
設
中
だ
っ
た

平
緩
市
の
新
げ
舎
は
、
予
定
と
お
り
今

月
末
に
完
成
、
十
一
月
一
一
一
ヨ
交
的

φ
日

に
市
政
関
係
者
な
ど
を
招
い
て
落
成
式

を
あ
げ
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
続

く
十
一
月
五
日
市
民
に
公
開
し
た
あ

と
、
七
臼t
八
日
の
工
・
沼
田
晴
河
口
に
、

日
本
通
運
の
-
コ
ン
テ
ナ
を
使
っ
て
市
役

所
全
課
の
引
越
し
を
行
な
い
、
十
一
月

九
日
の
月
曜
日
か
ら
関
庁
ナ
る
と
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
沼
か
ら
、
新
市
庁

脅
に
は
、
総
務
@
税
務
・
経
済
・
民
集

a

建
設
む
五
部
二
十
一
一
一
諜
の
ほ
か
、
議

会
事
務
局
、
教
育
委
員
会
事
務
局
の
各

譲
、
消
防
山
本
部
、
選
管
事
務
筒
、
監
査

事
務
題
、
臨
時
委
事
務
局
な
ど
ほ
と
ん
ど

の
部
局
が
は
いD
、
課
の
記
憶
も
市
民

サ
ー
ビ
ス
と
事
務
能
曜
の
ア
ッ
プ
に
重

点
を
お
い
て
酪
同
国
を
一
新
し
ま
す
。
こ

れ
と
同
時
に
、
合
併
地
区
に
置
い
て
き

た
支
所
・
出
張
所
を
廃
止
し
、
新
市
連

設
許
雷
の
既
定
方
針
L
そ
っ
て
市
全
域

を
一
体
と
す
る
行
政
の
姿
勢
を
と
と
の

え
る
計
習
で
す
。
ま
た
一
務
庁
の
白
か
ら

広
報
無
線
第
)
次
新
設
奇
十
一
一
基
の
拡

声
装
債
が
関
筒
、
当
面
市
街
地
と
大
野

・
践
の
一
部
を
放
送
圏
と
し
て
朝
夕
二

回
の
定
時
波
送
を
弱
始
し
、
ス
ピ

1

ヂ

イ
な
広
報
を
展
開
し
ま
ナ
。

戦
災
を
受
け
た
平
塚
市
の
庁
舎
は
、

平
塚
町
当
時
の
役
場
に
バ
ラ
ッ
ク
を
建

て
繍
し
、
さ
ら
に
市
平
商
校
舎
を
分
庁

舎
と
し
て
転
両
用
す
る
な
ど
一
一
一
十
数
諜
に

の
ぼ
る
部
闘
を
緩
度
に
分
散
、
会
簡
約

に
も
老
朽
庁
舎
と
し
て
知
ら
れ
た
ほ

ど
。
こ
の
窮
状
は
、
防
災
・
事
務
管
謹

.
市
民
サ
ー
ビ
ス
・
事
務
能
事
・
職
員

の
健
康
管
還
な
ど
多
く
の
点
で
鶴
岡
田
と

な
り
、
散
論
の
う
え
で
も
そ
の
改
欝
が

の
ぞ
ま
れ
て
吉
ま
し
た
。
戦
後
あ
い
つ

い
だ
重
要
施
策
を
優
先
し
た
た
め
、
ム
可

g
ま
で
克
送B
と
な
っ
て
い
た
も
の
で

新
芹
舎
の
均
成
は
、
平
塚
市
と
し
て
待

望
の
も
の
で
あ
っ
た
と
申
せ
ま
す
。

円
一
関
連
語
響
曲
頭
に
一
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務10毘21St火ト漁業協向組合・須

賀公民館“馬入消街第5分団庁舎・

松原公滋富・夕陽ケ丘母子寮。

蓄量10m露目(水).花水公民館・花水

会館・海岸地区町会会館・笠原公民
館・謙静I会館。

隣碍濁雷午前告時'30分~引量4時

(2) 

市
議
会
九

月
定
例
会

教
育
委
員
は
名
倉
誌
を
選

第 156-1静

哨
九
月
市
議
会
定
例
会
は
、
九
万
二
十
一
一
白
議
事
震
に
騎
会
、
昭
和

川
一
一
一
十
九
年
度
第
二
次
矯
正
予
算
、
支
所
・
出
張
要
援
条
例
の
廃
止

明
索
、
教
育
委
員
等
の
一
議
任
主
ど
を
中
心
に
二
十
七
議
案
を
審
議
、
い

即
ず
れ
も
藤
案
ど
お
り
可
決
し
て
十
月
一
一
一
白
雲
し
ま
し
た
。

川
今
議
会
の
中
心
は
、
補
注
予
算
と
支
所
山
出
張
所
の
問
時
正
問
題
で
、

川
第
二
次
補
定
予
算
で
は
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
な
ど
を
中
心
に

川
一
笠
宮
計
に
二
億
二
千
九
百
万
円
ぞ
追
加
計
上
し
、
市
民
の
関
心
を

川
あ
つ
め
る
一
連
の
事
業
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
新
市
一
庁
舎
の
完
成
に

と
も
な
う
支
所
・
出
張
所
の
間
抑
止
問
題
は
、
今
回
の
審
議
の
ひ
と
つ

M

の
焦
点
と
苦
ま
し
た
が
、
富
市
長
襲
ど
お
む
設
置
条
例
の
箆
吋

止
策
が
可
抽
出
さ
れ
る
に
歪
也
、
支
所
出
強
訴
は
、
新
市
庁
舎
の
鐙
閉
山

を
開
始
す
る
十
一
月
九
日
に
開
閉
止
ナ
る
こ
と
が
感
定
し
ま
し
た
。
岬

な
お
市
長
は
、
前
任
者
の
任
務
総
て

L
と
も
な
う
教
育
要
員
の
後
伝
即

人
事
と
し
て
前
競
売
新
間
記
者
名
倉
償
浩
氏
の
新
任
と
水
越
笈
氏
の
問

再
任
を
行
主
い
た
い
と
し
、
議
会
は
こ
れ
に
間
窓
し
ま
し
た
。
可
決
内

議
案
の
う
ち
お
も
な
も
の
は
次
の
り
お
り
。
也
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今草草書事正予算によって蓮華麗鴻係者の
鑓心をあっ阜でいた食肉センター建
設が呉体化し、明年度完成を閤穣に
金沼地1:3:内に麓二Eのはこびとなりま
した.告書道5邸線む開通にともなっ
て心起きれていた崇欝・松原荷小学
校施童の通行問題は両小学校前に事
熔渡道織をつくることで解決ナるこ
とになりこの予算も計上しました。
市役所が新庁舎へうつむ、あくこと
になった現市議事堂は地元の人の
嬰翠にこたえて袈替公民館として敬
修車軍備することにもな Dました。と
れで市街地には地区別会民館がぜん
ぷできることに君主ります。以上のほ
か、湘南海岸公E罰‘大久保公言語など
6 公園の整備費、間際保胃所や神回
公民館の新設費追加、亘書道う臨線の
工事費、八幡須賀線の用地買収裂な
と市民が深い穏心を示ナー還の建設
援を紹み込んでありまナ。

。今期競輪競馬事業収益
一般会計;の増加分 1億2553万円

県支出金4107万円、前
年度線越金の一部から3000方向、市
償2100方向などを財源に、 2億2920
万円を追加しました。この結渠今年
度一般会計の予算総額は24億1238方
向にのぼ巨前年間期を 4億9333万円
上まわる額とまりました。今臨の第
2 次補正によって、一般会計内の予
算機成は次のとおりとなりました。
臨歳入予算
市説会・ー-…… .1]鐙238万円
地方交付税 …ー…“・1∞口万河
分担金および負担金…ー. 667万円
使用稲および手数制 l億1437方問
題嫁支出金… 2 億7186万円
県支出金……一・ 1 告書1430方向
財産収入....…… …. 329万円
程寄付金， …… .......・ o ・ ....98万円
前年度繰越金ー e ・ e ・-‘・…2926方向
鰭収入ー‘・“・ 一 5 鍍5123方向
市僕……......・ 1 鋸45∞万円

※環密閉j予算の歳入総豊富に対ナる比
曜は①市税45.7%②競輪競馬収益を
中心とナミ5諸収入22.9%、③E盟盤支
出金11. 3%、③市健 69出⑤使用籾手
数精収入4.89臣、⑤県支出金4.7% と
な P まT。

( 1.7%) 
5 寝室378万f'l (20.99出〉

民主費… 2億5808万円(10.79出〉
衛生費… 2鐙9935万円Cl2.4:9百〉
労働鐙……'5063万円Cl2 69百〉
畿林水産

業質… I 億6177万円( 6.79百〉
麹工重要… ....5035万円( 2.1%) 
土木農… 4 億8740万円 (20~ 2~百〉
消防費…・ ...6369万円( 2.69百)
教育賓… 4億20自3万円(17.4%)
公儀費…白川5054方向( 2.1%) 
諸支出金… 2431方向( 1.09百〉
予備費 … 150万円( 0.19百〉

※これら歳出予算を性質主主Ij，;こ分類し
ますと、建設費など投資的と留され
る経費は12億円をこえ歳出総額のほ
ぼ半分19.99話、これに対ナる消費的
経費は、人件費が 6億805万円 (25.
29冨〉物件費その他が 3億6533方向
(15.1%) となりまナ。童話市簡にお
ける投資的経費φ会忠平均は309百台
といわれ、民主政課は平塚市の49.9%
はきわ串て高率のものであると説明

財政諜は、さ曹の市議会主主例会で成立した39年度 9 月補正予算の内容を発表しました。 5 月
に次ぐ今年度第 2 次補正で一般会計のほか競輪 e 競蒋・都市改造・馬入こζ畿地帯造成各特別
会計などに合計 8億2715万円を追加しました。今砲の織工Eによって平塚市の一般特別全会計
を合算した予算規模は64億5000万円台にのりました。これは前年間翻を12鐙98初万円も上ま
わる数字ですむとくに一般会計はお億円台に逮し、うち、ほほ50%を投資的建設費に充当し
ました。この指数は全留平均を大きくしのぐものであって特鐙できまナ。

舗装がすすむ市内盤道パイパスは王毘E車道 1 号緩より広ιL・3と況の心耳01ここたえ
てこの王室践をまたぐ 2本の通学周波進構法かけることになった

しています。平塚市自体としても、

作民度の47.9%より 29百たかく市政

の前向曹の姿勢を示す数学といえま

しよう。

富盟鰐 2 次得者正予算で計上した建設事

業は次のとおり
(総務聖堂関係〕市庁舎建設事業援に
3928万円を追加〈建設工事費に
30∞方向を滋額したほかも庁舎備
品購入資などを計上〉
〔民生費関係〕①小学主主i車学接送機

架設工事費 8750方向("語道う回
線の開通で登下泣の混震が危換に

さらされるのを妨ぐため、崇議場

松原両小学校拐に隠1. 5m X主をさ

21mの鉄骨渡道橋をつくる〉

<K防犯街路灯設援重量的方向 (1 灯
8000内X100灯分・会設のものj
a:南原保育所新設費に 215万円を

追加
〔衛生費関係〕①ごみ収集車購入費
120万円 (中型ロング深ボディダ
ンプ・拡声装置付 1 台分〉

②し尿処理施設整備事業費 203方

向c:大押し尿処霊草場の送風機と余

策iガス燃焼装霞の工事費〉
a:公共下水道整備事業費iこ1300万

円を追加(管環布設320m分〉

〔藤林水麓関係機〕①食肉センタ
ー建設の事幾重費4令部度分6049万円
〈寺田縄鈴I11沿いに総工費l億7900
コ百円を投じて臼童量豚 250 頭処穫の
能力をもっ食肉センターを建設ナ

るもの。 iiî々着工4C年度に完成ナ
る〉

〔路工事費関係)①商店街共存電施設設

置事業補助金89万円〈宿{中i還り会

舗装 400m'
装 300m ・霊

主主150m 側溝新設1000m' コンポス

ト 1号線路臨排水改良工事200m'
L臼下万 E白線道路用地取得費 e 徳怒

公所線道路街地取得費 148 平方町

分 e 大野小学校通学道路用地取得

方向〈平援.!l且園中星空・金目など

66平方自分・道路新設にともなう
移転矯号室穏など)
③県施行戦災土地区磁態理事業負
担金1000万円(今年度分4777万円

の 1 部〉

@街路事業費総慌で女化箔切立体
交箆工事霊童2100万円を波額、次の
:工事を行なうこととしました。海
岸南{中線舗装 50m ・後谷八橋喜葺線
舗装350m ・街路植樹6980m ・平塚
海岸伊勢原線築造 80m ・八機須賀
線立体交鐙設計委託制 180 万円・
立化踏切交差新設工事にともなう
水道井戸補償金自仁 3万円
⑤都市言十雷公園整備費924万円(湖
南海岸公習に護地工事・パーゴラ
1 基ー綴樹帯・スタンド・主主主主・
広場 a 給水施設などの築備工事を
行なうほか、馬入公闘 E 大久保公

箇 e 三島公言語・松影公昌司・桃浜公
閣の悪霊僚を行なう〉
⑤万国貝塚団地の市営住宅建設費
に追加725万円 (54戸分J

()肖防費関様〕①消火せん設鐙愛 23

8 基分〉
〔教育費〕①崇華聾公民館護備事業費
350万円(境市議会議事裳を改修
崇欝公民館として使用ナるための
整備費〉②神田公民館整備費に追
加56万円。

競輪・競馬事業の売り
特別会計 i 上げ培加にともない間

会計にあわせて 5僚を
こえる大幅な礎工Eを行なったほか、

都市改造・馬入工業地帯雨会計宜ど
にほほ7000万円の迫力自額を計上しま
した。今回稽涯を行なった各会計の
予算額は、次のとおりとな P ました
競輪事業会計 23億3943万円

13億3382万円
1 億4093方向

簡易水道事業会計 1879万円
都市敬盗事業会計 1億1666万円
馬入工業地帯造成会計 6468万円
農業共済事業会計 2741万円

※以上のうちとくに、競輪事業会計
は前年同期を 7億28∞方向上まわる
のびを示し、事業の好書簡ぷむをもの
がたっているほか、都市敬造事業費
が前年間拐の倍豊富となっています。
盤特別会計の補正予算のうちおもな
も正対立次のとおりでナ。

(競輪車業費〕車券売りよげと競輪
場費実税収入の埼加によって4稽

14η1方向を渇加、これに見合う競

態設の追加と童話輪場施設の整備愛
を計上しました。これによって、
競輪事業会計は記憶3943万円の予
算額とな D ました。

〔室主務事業重量〕この会計も馬券売り
上げののびによって、 1億1521万
円を追加、これに見合5腐鑑賞を

計上しました。

※上記 2余計の事業収益金として一

般会計の財源にまわす語種目出し金
は、 i南会計合算で今溺 1 億2553方向
を追加計上し、今年度予算上 4億97

33万円の収益が言十よされるに奈りま
した。

〔都市改造事業重量〕濁燦支出金など
を財源に47む7万円を増額、国道 5
邸線鉛活圭苦言築工事費を追加計上し
ました。
〔購入こに築地帯造成事業資〕臼本住

宅公部支出金を財源に4369万円を
増額、 4号排水路改修工事費、水

路犠新設費・八幡須賀線用地買収

費、後谷ノ1鍛議線踏切新設事業負
担金などを予算千むしました。

福祉年金の
求今月で時効

民生部保険年金諜は、福祉年金発
足 5 年を経過、今月末で苦青求権の時
効となる人があると注意を出しまし
た。福祉年金発足以来、受給権のあ
る人が 1 度もこの手続きをとってい
ないばあいは、今月いっぱいで時効
にかか目、請求できなくなるという
もの。お心あたりの人法係検年金諜
へと相談ください。

70才以上のおとしよりや、 20才以
上の重い身体障害をもっ人、義務教
育をおえてい古い平を持つ未亡人な

どには、昭和34年の11月から者令・
控室害。母子各福祉年金が支給されて
いまナ。かけ金なしの国民年金です
が受けるに法請求手続吉が必要でナ

今月は 7 ・ 8 ・ 9A 分の保
険料を納める月です。年金
を受ける緩和を失なわない
ように、月末まで、にお忘れ

なく、払い込みくださしミ。
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タ
ー
に
沿
っ
て
民
生
部
市
民
課
・
清
掃
一
所
、
マ
税
務
部
・
部
長
留
す

録
・
保
検
年
金
課
・
衛
生
課
・
青
少
年
一
課
・
収
納
課
・
市
民
税
課
、

課
・
経
済
部
援
護
課
・
慶
委
事
務
局
・
一
部
・
部
長
察
・
鐙
産
課
・
瞳

税
務
部
資
産
税
課
・
収
納
課
・
市
民
税
一
会
事
務
隠
、
マ
収
入
役
聾
了

課
を
酪
麗
し
て
あ
り
、
大
部
分
の
ご
用
一
財
政
課
照
度
係
、
マ
守
衛
察
・

は
、
あ
る
か
ず
、
こ
こ
で
ナ
ま
せ
て
い
一
室
・
第
七
会
議
察
・
箆
衣
装
。

た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
磁
本
鎗
ニ
階

H

新
鶴
記
者
室
、
町

そ
の
ほ
か
、
総
合
美
術
品
百
手
が
け
る
小
一
線
放
送
室
・
タ
イ
ブ
室
・
印
関
室
・

野
襲
氏
〉
東
京
杉
並
区
阿
佐
ケ
谷
〉
の
一
機
械
計
算
盤
一
・
電
話
完
換
笠
・
電
輪

作
品
、
静
と
動
一
一
部
の
レ
リ
ー
フ
を
つ
一
露
・
篭
諮
変
捜
中
継
室
。

け
た
議
事
裳
に
は
八
十
人
収
容
の
構
摺
一
鶴
本
鱈
一
一
一
階

H

マ
市
長
室
・
助
役
室
・

席
が
で
き
、
市
民
の
市
議
会
傍
恕
を
お
一
庶
務
課
樋
書
係
・
第
一

I

第
沼
応
控

待
ち
し
て
い
ま
す
。
一
瞥
マ
資
料
襲
、
マ
総
務
部
・
都
議
宮

内
庁
舎
本
館
同
一
庶
務
課
・
人
事
課
・
財
政
課
・
管
閉

鎖
本
館
一
階Z
市
民
ホl
ん
、
市
由
民
福
一
課
・
交
醤
譲
、
マ
第
一

i

第
四
会
謹

談
室
、
案
内
係
マ
民
生
部
・
部
長
護
一
室
。

・
市
民
課d
清
掃
課
・
係
倹
年
金
諜
一
盤
本
館
協
師
陣
日
マ
建
設
部
・
部
長
室
・

・
衛
生
課
・
脊
少
年
課
・
福
祉
事
務
一
一
魁
環
課
・
建
築
諜
・

をユ/ター

。教委総務言葉

@学技教帯諜

.社会教育諜

・教育研究所

消防本部

!階屋上. ~OOO人目野外基金ができる

(臨時部 i桂斉部〕

・資産税謀 ・農産課
・叩抽理 ・農聾事務高
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費
少
年
を

犯
す
世
相
相

人
七三

せ

~
平
塚
市
器
用
掛
年
間
鍾
協
議
会
ハ
会
長
加
藤
市
長
)
は
、
九
月
十
四
日
ひ
ら
い
た
蚕
露
会
議
に
お
い
て
、
九
月
か
ら
十
一

A

月
ま
で
の
一
一
一
か
月
緒
、
と
く
に
、
公
怒
し

Mの
高
揚
に
密
擦
を
お
い
て
青
少
年
の
保
護
膏
成
を
行
な
う
こ
と
と
し
、
関
係

》
機
欝
や
団
体
、
家
庭
に
対
し
て
強
い
呼
び
か
け
を
行
本
う
こ
と
を
嘗
め
ま
し
た
。
間
協
議
会
は
、
こ
の
決
定
の
な
か

九
で
、
「
今
日
の
位
相
は
、
車
問
少
年
の
社
会
的
な
意
歓
を
減
還
に
み
ち
ひ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
と
な
自
身
の
行
動
に

品
超
菌
ず
る
こ
と
が
多
い
」
と
し
、
商
殺
を
は
じ
め
と
ナ
る
成
人
一
般
が
、
良
い
社
会
人
と
し
て
の
範
堂
前
す
よ
う
反
省

V
と
努
力
を
求
培
、
技
会
秩
序
の
噂
恵
、
社
会
公
共
へ
の
一
帯
佳
、
公
共
物
の
車
賞
、
道
徳
意
識
の
高
援
な
ど
、
管
少
年
が

明
り
っ
ぱ
に
成
人
し
て
い
く
た
阜
の
風
潮
を
強
め
た
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

あ
放
た
は
あ
な
た
の
子
供
に
対
し
、
ま
一
欝
自
撰
・
公
開
叩
む
の
高
揚

た
後
畿
に
対
し
、
は
ず
る
こ
と
の
な
い
一
今
日
の
位
相
一
般
に
み
ら
れ
る
社
会

社
会
人
と
し
て
の
行
動
を
と
る
よ
う
求
…
連
帯
憲
識
の
犠
雫
は
、
成
人
自
身
の

め
ら
れ
た
の
で
す
。
青
少
年
保
穣
賛
成
一
行
動
に
超
留
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ

運
動
が
青
少
協
の
か
か
げ
る
沼
標
だ
け
一
れ
は
開
店
主
的
画
家
社
会
へ
の
青
少
年

で
効
果
を
あ
げ
得
る
は
ず
は
な
く
、
ひ
一
の
意
欲
老
大
い
に
失
注
わ
せ
て
い
る

と
え
に
、
ナA
て
の
お
と
な
の
責
任
と
一
ゆ
え
に
、
こ
の
青
少
年
の
道
徳
意
議

そ
の
行
動
に
か
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
一
と
く
に
公
徳
心
高
揚
の
た
め
の
適
切

ま
す
。
・
一
な
諮
問
闘
を
講
ず
る
必
蚤
が
あ
る
。

以
下
腎
少
年
保
護
青
成
運
動
の
目
標
一
同
時
に
本
期
隠
中
は
、
オ
リ
ン
ピ
ツ

(
原
交
り
ま
ま
)
一
グ
東
京
大
会
の
一
開
催
に
あ
た
る
の
で

市
民
各
回
閣
を
通
じ
、
社
蚕
秩
序
の
尊
一

室
、
社
会
公
共
へ
の
奉
仕
、
公
共
物
一
人
と
怠
る
よ
う
に
、

の
尊
重
、
新
生
活
運
動
等
に
着
回
し
一
お
い
て
、
し
つ
け
、

と
の
運
動
を
箆
関
、
青
少
年
の
育
成
一
徳
教
育
等
円

を
は
か
る
も
の
で
あ
る
。
一
ら
れ
た
い
。

(
一
)
育

少
年
が

道
義
心

じ
ゅ
ん

密
情

神
、

家
庭
教

w

や
進
路

指
な
ど
:
;

きれいに

人には親切に

(建設部監理課)

喜聾冬の位校問、建物:持泣しと空地の佑引!よきわめて

危陣だ 拍車火災:まピ[-?間があり、建物へ延地fð:前

の状態 d 駄多くあ 2 た いまのう九!こ刈り取る主

の予防的績をとってお、. "}" 

E童イ"山を融制とする小ろ援が1i販されている叫二の生

カに棋料容器がボリヱチレ/のものか￡るか、】 '1

'Jì重火や熱でとけやすく、最近の火災の町向とをっ

ている。問料そうは 定的尽さ口!の合同級で，<

ゐょう市の条例できめられごいる わにな'，\"、ろ

を間 J ているお宅では、購入'U 製出主よ， 'C

1 1 1 日に交換 L てほこ 1'，無料:叶僚か '1 つわれつーと

!な 3 ている。



一
千
万
円
以
一
六
分
間
庁
舎

z

花
水
〉
、
⑥
第
五
受
一
使
隠
し
ま
す
。
こ
の
サ
イ
レ
ン
は
地
径

三
3
が
、
今
一
億
局
ハ
潟
水
小
学
校
関
田
上
〉
、
①
第
一
一
一
一
キ
ロ
の
範
聞
に
掴
嬰

d
が
で
き
る
と
い

開
設
五
山
と
し
一
六
受
信
問
問
(
消
防
衛
警
芥
部
庁
舎
忘
れ
ま
す
。
獲
高
の
吹
鳴
次
の
と
お

「
所
八
百
万
一

f

叙
南
側U
、
③
察
官
受
信
関
(
治
一
担
。

υ
t
e

一
防
署
海
岸
出
張
午
前
〉
、
③
第
八
受
信
一
軍
火
袋
僑
号
・
橋
筋
響
か
ら
ニ
キ
ロ
以

J

一
周
〈
平
四
時
帰
国
用
金
属
須
賀
支
店
〉
、
一
内
の
近
火
奇
知
ら
せ
る
も
り
で
二
監

脳
裏
交
亘
書
九
受
信
関
門
消
防
回
第
五
分
団
一
商
事
一
一
一
秒
づ
っ
露
。
こ
の
色

刷
庁
舎
謹
一
庁
舎

i
受
て
③
第
十
受
電
ハ
一
は
消
防
襲
、
周
酒
害
非
常
召
集

J
た
あ
と
、
一
平
塚
億
日
間
金
鐙
追
分
支
店
)
、
⑫
第
一
に
も
使

5
0

」
同
時
に
定
一
十
二
受
信
局
(
旧
南
爆
と
み
焼
却
一
軍
火
盤
融
情
報
信
号
・
警
報
発
令
の
と
き

一
考
。
一
は
六
秒
間
接
、
一
一
一
秒
づ
っ
、
警
解

額
放
送
時
間
・
時
は
毎
回
午
一
i
i
l
l
l
i
l
i
-
-
-

一
徐
は
十
秒
鳴
ら
し
た
あ
と
一
一
一
秒
体
み

日
日
間
口
付
戸
前
一
一
四
一
一
火
災
信
号
熊
一
軍
都
堅
幹
伊
白
書
富

田
襲
長
室
、
②
時
器
管
一
に
サ
イ
レ
ン
一
撃
招
集
す
る
ば
あ
い
六
秒
間
隔
で

一
一
十
五
秒
づ
っ
吹
鳴
。

午
前
六
時
と
午
後
九
時
ハ
愛
の
怠
一
今
月
十
九
匡
議
試
験
一
×
×

の
ニ
邸
、
③
災
密
・
救
難
・
憲
法
一
理
堂
、
新
市
庁
舎
警
の
量
消
防
護
主
十
九
車
部
九
時
か

送
は
随
時
。
一
に
京
い
ん
防
止
つ
章
サ
イ
レ
ン
を
取
り
一
ら
十
八
分
ま
で
む
関
に
、
こ
の
サ
イ
レ

髄
施
設
‘
①
畿
地
鴎
(
新
庁
舎
本
態
特
一
付
け
、
い
ま
ま
で
の
半
導

L
か
え
て
、
一
ン
の
吹
鳴
誠
磁
を
行
な
い
、
前
記
函
種

か
ね
て
か
伝
品
問
務
部
が
計
濁
し
て
き
な
広
報
無
線
装
鐙
が
、
新
市
一
も
の
で
、
墓
地
簡
の
一
本
の
マ
イ
ク
ロ
一
設
波
送
室
内
、
送
信
放
選
装
陸
一
式
一
十
一
手
九
日
か
ら
火
災
鰭
号
沼
と
し
て
一
の
障
問
号
を
、
続
け
て
鳴
ら
し
ま
す
。

庁
骨m
U箆
庁
す
る
十
一
月
九
日
か
ら
開
局
、
顎
タ
二
一
回
の
広
報
建
時
一
ホ
ン
で
市
内
全
域
に
筒
時
波
法
が
で
哲
一
非
常
電
源

a
墜
ム
に
送
…
俗
用
ブ
一
ブ
ウ
一

j
i
-
-
-
j
i
-
-
l
j
i
j
i
I
l
l
i
-
­

を
は
じ
霊
ナ
J

」
こ
で
開
局
す
る
の
は
、
竺
次
新
設
基
地
局
一
る
と
い
う
有
力
事
段
で
す
。
一
ン
ア
ン
テ
ナ
を
備
え
る
)
一
補
充
申
語
い
つ
で
も

一
と
鉱
声
装
両
国
十
二
議
で
、
市
街
地
-
乙
大
野
・
旭
の
日
務
官
放
両
国
額
一
一
②
第
一
受
信
探
ハ
志
沢
デ
パ
ー
ト
盤
一
与
千
三
円
ノ
苦

一
と
の
全
体
計
溜
は
、
市
内
一
一
十
八
か
一
一

郡
山
内
M脳
内
抑
制
関
誌
宮
体
と
し
て
、
市
役
所
長
一
重
受
信
簡
を
お
雲
市
警
護
麹
一

U
L
A鵠時
間
忠
弘
持
一
選
挙
人
J選へ
の
受
録
畳
改
善

一
と
し
て
議
す
る
ほ
か
、
将
来
は
主
要
タ
!
露
子
受
信
襲
撃
一
式

i
一
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
と
も
な
一
芸
ナ
る
こ
と
に
な
っ
た
人
は
、
今

広
報
無
線
蓄
は
よ
需
喜
二
随
一
・
五
一
メ
ガ
サ
イ
ク
ル
の
霊
践
で
市
一
地
点
に
非
常
電
線
を
つ
け
て
、
一
般
的
一
以
下
各
受
信
局
関
与
、
③
第
一
一
筆
一
っ
て
、
十
店
一
白
か
ら
、
補
充
選
挙
人
一
後
、
い
つ
で
も
選
管
に
対
し
、
襲
申

の
特
襲
撃
に
華
麗
を
妻
、
こ
一
内
各
地
震
設
け
た
受
譲
に
守
、
一
志
広
報
と
同
時
に
災
害
広
君
主
力
と
一
富
(
消
防
郎
第
一
分
間
庁
舎
:
生
名
簿
へ
の
譲
幸
男
法
が
か
わ
り
一
警
行
な
う
こ
と
が
で
嘗
る
こ
と
に
な

こ
で
放
送
・
発
億
し
た
も
の
を
、
六
五
一
さ
ら
に
鑓
綴
機
を
と
お
し
て
拡
声
ナ
る
一
し
で
も
活
用
す
る
計
画
ゼ
ナ
。
全
体
計
一
知
〉
、
⑤
第
四
受
信
局
〈
消
防
閉
山
第
一
転
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
早
塚
市
に
選
挙
一
む
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
選
盛
岡
は

亀
戸w
J
z
m
一
吉
正
一-
y
m苦
f
E詔
一
、
一

M
M弘
一
一
p
m
語
、
，i
町
一
三
E
F
m
m
z
f
n
s
y
a

苦
J
R
2
2
2
a一可f
n
a
t
fュ=
F
B
?
と
E
J
ユ
モ
/
三
一W
y
-
-
ロ
一
一
吉
正
一
一

-
Y
J
E
z
e
-
-
z
F
言
明
J
弘
之
F
A
Z
y
f
m
m
t
f
込
宅
Z
E
Z
2
2主
主
章
一
次
の
と
お
り
説
明
し
て
い
ま
ナ
。

民
銭
部
衛
生
課
は
、
の
み
や
蚊
な
ど
一
を
た
て
ま
え
と
し
、
で
き
る
だ
り
地
門
選
挙
密
漣
瞬
間
〕
法
の
一
部
改
芯

の
衛
往
世
間
虫
に
と
ど
め
を
ざ
ナ
秋
の
大
一
区
組
織
ご
と
に
、
総
合
的
な
活
劃
態
で
十
月
一
日
か
ら
補
完
選
挙
人
名
簿

そ
う
じ
は
策
極
的
に
徹
鐙
し
て
行
な
う
一
勢
を
と
と
の
え
て
実
施
す
る
こ
と
。
の
登
高
齢
む
申
請
方
法
が
か
わ
っ
た
。

ペ
曹
だ
と
し
て
、
市
内
二
万
九
千
一
一
一
百
一
③
大
そ
う
じ
に
よ
る
燃
え
な
い
と
み
い
ま
ま
で
は
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
ば

世
融
市
出
を
対
象
と
す
る
大
そ
う
じ
実
施
襲
一
は
、
現
在
清
掃
諜
が
行
な
っ
て
い
あ
あ
い
に
だ
け
、
選
挙
人
名
簿
に
鐙
鍛

錬
を
決
定
、
各
地
区
の
住
民
組
織
に
対
一
。
も
え
友
い
ご
み
の
収
集
臼

e
に
私
さ
れ
て
い
な
い
人
で
、
そ
の
後
選
挙

し
て
一
斉
奨
施
の
揺
導
に
の
り
だ
し
ま
一
ち
出
し
て
処
震
ナ
る
。
績
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人
の
申

乙
し
た
。
衛
生
課
は
よ
」
の
実
施
婆
鎮
の
一
③
康
問
と
し
て
、
大
そ
う
じ
を
行
設
請
を
受
け
付
け
、
強
拍
車
掌
人
名
簿

1
5
な
か
で
①
こ
と
し
は
蜜
の
気
象
か
ら
い
一
う
世
構
に
対
し
て
、
防
疫
議
期
ハ
マ
ヘ
箆
録
し
て
、
選
挙
権
の
行
使
を
認

郎
一
っ
て
、
衛
生
世
間
虫
は
炎
天
を
ざ
け
療
内
一
ラ
ソ
ン
了
五
%
粉
剤
〉
二
百
五
い
島
て
嘗
た
が
、
こ
の
方
法
で
は
申
誇

品
耗
に
は
い
っ
て
お
む
、
秋
に
棺
当
さ
か
ん
一
グ
ラ
ム
を
無
償
交
付
す
る
。
築
制
叶
期
総
が
み
じ
か
い
た
め
、
設
録
も
れ

剖
藤
一
志
活
動
が
予
想
さ
れ
る
。
②
徳
川
径
欝
虫
一
地
区
組
織
な
ど
を
通
じ
て
禁
問
的
「
と
な
る
例
が
み
ら
れ
た
。

盟
の
秋
口
の
活
動
産
ぎ
、
望
星
み
一
受
付
し
、
個
人
的
に
は
出
芸
ぃ
。
今
回

V」
の
章
改
一
護
ナ
る
た
め
、

4

耳
家
を
徹
極
的
に
取
り
除
く
た
め
に
で
吉
一
地
区
紹
織
に
相
以
前
の
申
請
手
続
吉
に
加
え
て
、
新

4
わ
る
だ
け
地
区
組
織
と
と
に
い
っ
せ
い
大
一
で
は
、
隣
家
一
一
有
権
者
や
市
件
か
ら
の
転
入
者
は
、

ム
そ
う
じ
を
ナ
る
必
髪
が
あ
る
。
③
薬
剤
一
と
出
て
申
請

1

い
つ
で
も
、
選
管
事
務
閣
に
対
し
て

革
は
マ
ラ
ソ
ン
一
え
襲
撃
、
一
散
一
対
象
と
す
る
。
補
充
華
人
名
簿
へ
の
登
録
申
請
を

I
J

袴
あ
た
り
二
百
五
十
グ
ラ
ム
あ
て
無
償
一
行
な
う
こ
と
が
で
曹
る
よ

5

に
さ
れ

書
交
付
ナ
る
が
、
個
人
あ
て
の
露
呈
副

1

た
も
の
で
あ
る
。
選
管
で
は
、
申
請
一
言
こ
死
体
処
苦
手
あ
っ
く

刊
当
窓
わ
ず
、
こ
の
漬
か
ら
も
集
節
約
実
施
一
一
湖
一
者
が
選
単
人
と
し
て
の
資
格
を
備
え
一

売
を
繋
励
ナ
る
方
針
を
主
と
し
て
い
ま
一
一
刻
一
て
い
る
ば
あ
い
は
、
選
挙
の
擦
に
つ
一
犬
や
き
の
死
体
の
襲
撃
に
あ
一
事
務
所
の
一
童
話
雲
寺
、
農

薬
す
。
衛
生
課
の
嘗
め
た
大
そ
う
じ
実
施
一
笠
主
主
繁
華
人
名
簿
に
設
号
、
一
た
っ
て
い
る
民
生
部
清
掃
昔
、
い
」
ん
一
警
が
主
き
め
た
も
の
で
し
た
。

一P

ノ
嬰
届
酬
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お

D
。
一
時
一
日
一
一
各
種
選
挙
へ
の
投
察
俊
道
を
ひ
ら
く
一
ど
大
神
清
掃
作
業
所
の
一
隅
に
、
松
林
一
犬
ね
こ
の
死
体
印
刷
透
は
、
溝
橋

J法
に
も

踏
襲
施
一
期
間
間
倉
市
内
を
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
一
じ
「
」
引
こ
と
に
な
る
。
こ
の
申
務
手
間
腕
章
一
を
背
援
に
し
た
犬
び
ょ
う
供
養
塔
を
一
と
づ
い
て
、
市
が
清
掃
作
業
所
内
に
抑
制

在
、
十
月
一
一
十
善
か
ら
十
二
月
一
日
一
別
扇
町
史
選
量
管
事
務
局
に
申
し
出
窪
君
、
動
物
義
選
飽
き
か
え
た
後
一
書
室
け
一
区
に
つ
章
一
一
一
百
円
幸

二
十
七
日
ま
で
の
間
に
、
市
内
会
主
主
主
椛
を
お
昔
、
事
務
局
室
ロ
ヘ
布
、
一
事
二
十
二
日
除
幕
式
害
な
い
ま
し
一
塁
で
建
を
し
て
い
ま
す
。
清
掃
諜

票
、
量
的
に
実
施
ナ
る
よ
う
指
一
盟
主
お
で
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
あ
る
が
川
一
た
。
こ
の
供
警
告
を
去
一
お
と
コ
ン
一
で
は
死
体
処
理
の
お
知
ら
せ
を
品
主

導
す
る
。
プ
口
ツ
ク
事
実
施
喜
一
地
一
口
一
獅
一
ク
リ

1

ト
で
か
た
案
審
建
て
た
も
一
葉
笠
宮
け
一
取
り
に
も
ま
い
り
ま
す
し

一
一
円
一
明
転
入
者
に
つ
い
て
は
民
議
室
諜
革
、
富
掃
作
業
所
驚
注
意
一
清
掃
作
業
所
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
い
た

は
裂
の
と
お
り
。
一
一
」
河
の
窓
口
で
、
転
入
手
続
空
間
時
に
一
あ
い
ま
に
労
力
翠
草
し
て
作
り
上
げ
一
だ
い
て
も
焼
却
を
お
受
け
し
て
い
ま
ナ

畿
実
施
方
法
・
①
い
っ
せ
い
大
そ
う
じ
一
回
一
」
行
な
え
る
よ
う
検
討
中
で
あ
る
。
一
ま
し
た
。
除
務
式
も
僧
籍
に
あ
る
福
祉
一
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

〈品〉第 156 号〈第 3 重量郵便物怒寄〉省、ザコ

通

昭和総若手 10;月 15 跨

範
タ
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
誌
報

lO .Fl 25 Elからいっせい大そうじ

11月 1 日~
11月 88

学
校
を
い
や
が
る

ねーう学しきのうと事し…んにぜいが積やた暴の日 談
年こ校たつだの二はた i お病んのい草富が。で後も:関 i 護
お往とへのかとが臼ちか i 答:"気患でやはるそ鏡性ね川、 i で

聖書 4YZZZ 宮主主長 i え i きまを芸名言宅主君事 2V会警
ゃにしの主主題ばのっと絡の臼 れたど怒んす学君主ガて注休た
んむかをい題、担当て考が主主本 ごほ。わと。絞っ?い巧み実
もずおいで行む践しえ韮E 扇悩 宜か小れ平成へてリまを前伊i
そか兄やし勤し状まらつを炎 せ特 j居なる矯いしとしし、虫、
うりちがさがろをつれた 一一一 し，!_$_ま変たた 8&ι
でまやるう表そ起たなと 困輔嘩綴畿齢 、レドのいつ 10< G 本 教研宿

主主室主吟震基主主住吉鍵髄撃立軸襲宝震で五 4 三雲 書籍

小
一
学
五
一
年

生
{
の
男
子

霊がうおれれいのしで組織翻脇 氏意思手いおい学のが
途か母かるで子よす官重量酔議議鶏翻i つ f~ 合いをか墜し絞っ

良つ。さらよ、のう。 犠轟ιT溜禄P句蝿 ておえまからめお L 曹と
いておんおう哲いが滋 司、甲、v 唱 V は友るすけ苧さ言書雪合の

子い互のはにちい、分 ど遼よ。るがんもでい子
相 tこかい翻あ努んなおのをてしいしでう手うそにあ子しもがは

巡譲宅量控三宅 EE 警要完会主五五言手五注与畠主主主義喜言
語主護軍 5 主主毒事告事ご号室主主誇そ逗塁手事 E 喜々主訳書
所せし綬で君主い母宅て身い 3 曹とは 外そんめ人申いす 遊~~
重量んてけし草。添いもう査合おそ下にしで、と若つが はっ謹
。索方ょんそとなこでのいし 5 ざ出てもおっとて弱 君主でと

の

で

瀦簿作業所員の苧で

つくられた供幾擦

人権擁緩譲露が専門的

主主法樟のど棺織にíiSじ

ます…態月第 1 土居量・

13時から、議事態第 2
会談議〈担当市民探〉

次
回
は
十
一
月
七
日
〈
土
縫
民
)
で
す



久
保
田
さ
ん
ら
に
知
事
表
彰

第 156号

県
下
の
中
小
企
業
図
体
大
会
で

久保図書ん

総
合
火
災
の
と
嘗
機
敏
な
同
地
蛍
を
と

っ
た
の
を
は
じ
め
、
仕
事
ぷ
巨
は
他

の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。
住
所
平
塚

一
九
六
五
。

松田さん

お、ザコ

10月 1 日、美化運動を通りてオリンピックに参加しよう、のス口ーガ
ンのもとに金市いっせい湾掃が行なわれ、婦人部体は駅前のそうじの
あと、選行く人に美化カード平マッチをくば努ました。加藤市長もた
す曹をかけ、婦人たちにまじってまちの美化を呼びかけました。

11月 98 I日四之宮公民館神田出
張所

, 10日八幡公箆館大野支所

消防第 3分部(新宿〉前
, 11日富士見公民館

消防第 1 分間 f郷町〉前
12B 見附合体骨量宮前

消防第 5 分間(馬入〉吉古
H 13日須賀公民館

消防第 2分留(駅南)前
h 16日須賀海宝寺海岸公箆館
h 16白平塚保健所花水会鐙

富盤締局'/Xの 4 会場をのぞくほか各
会場とも午前10時~午後 3時まで
※中庶子分午前日時~12時

※土沢出張所午後 1 時~3持
※消防 3分節午前10 ~12時
※穴野支所 午後 1 時-3 時
なお、正午から30分休懲しまナの
で、この聞はなるべくとえん D よ
くだざい。雨天でも実施

躍軍手数料とその有効期街

手数棋 1 滋につき登録制3∞円
注射樹200問

有効期間登録は 4 月 1Bから 1 草
注射は 8 か月闘のみ有効
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3 か

各
地
区
で
市

民
レ
ク
大
会

市
教
護
主
催
、
公
民
銀
が
主
管
ナ
る

第
十
一
一
沼
市
民
体
筒
レ
グ
リ

Z
l
シ
ヨ

ン
大
会
は
、
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て

各
地
区
で
あ
い
つ
い
で
開
催
、
湘
南
平

九
月
十
呂
県
立
勤
労
会
館
で
ひ
ら
か
一
を
地
元
に
も
つ
旭
地
区
で
は
向
山
頂
を

れ
た
中
小
企
業
関
体
神
祭
川
県
大
会
の
一
会
場
と
す
る
な
ど
幅
広
の
特
色
を
い
か

席
上
、
山
内
山
知
事
は
中
小
企
業
優
良
役
一
し
た
企
画
が
多
く
、
秋
を
い
ろ
と
っ
て

軸
職
員
十
名
誉
表
彰
し
ま
し
た
。
平
塚
市
一
い
ま
す
。
十
五
日
以
後
の
関
綾
地
次
む

関
係
の
受
賞
者
設
の
と
お
り
。
一
と
お
り
。

門v
優
宮
崎
役
員
表
彰
・
平
塚
魚
溜
組
合
程
一
盛
十
月
十
八
日
午
部
九
時
か
ら
、
大
野

事
長
松
田
重
雄
氏
宝
三
)
・
同
組
合
理
一
地
ほ
大
会
ハ
会
場
大
野
小
学
校
校
庭

事
長
と
し
て
在
職
十
二
年
、
組
合
員
一
雨
天
の
と
曹
は
同
校
講
繋
)
、
富
士

の
閣
議
を
-
受
け
て
組
合
経
営
に
っ
と
一
見
地
区
大
会
ハ
会
場
富
士
見
小
学
校

め
る
。
平
壌
一
一
一
一
一
一
一

O
で
魚
商
「
魚
一
校
庭
)
。

議
」
を
経
営
。
一
瞬
間
十
月
二
十
五
日
午
前
九
時
一
一
一
十
分
か

マ
優
良
役
員
表
彰
・
平
塚
市
売
木
材
協
…
ら
港
地
震
大
会
〈
会
場
海
小
学
校
校

同
組
合
事
務
員
久
保
問
時
子
さ
ん
合
一
路
・
雨
天
の
と
き
は
十
一
月
八
日
に

ち
・
勤
続
七
年
、
昭
和
一
一
一
十
七
年
同
一
開
催
〉
。

秋の狂犬病予防注射を巡回

19S から蕗臼ぜきの第 3 回

平家保鑓耳汗から、お主赴病予防主主の
規定による狂犬病予防注射と犬のま葦
録を行なうむね通知があ担ました。
もよりの会場へ愛犬をおつれくだざ

い。 4 月以後に登録した犬は、今箇

予防注射だけ受ければよいことにな
っていまナ。当日愛犬手緩をお忘れ

なく。

額登録と接持軍の対象・{生後 3 ;b>f3以

上の犬はすべて対象としまナ。
欝巡包臼程

10月初日岡崎出張所金回出張所

d 'z7 臼 減島出張所霊豊田公民館

Q 28B 金百出張所土沢出張所
中庶子分轡年会書官

29日宮沢小学校旭犬抑留所
30臼活出張所中原公民館

小学佼へ入学ナる子。

重量巡回日穏
10月 19日金自小学校土屋小学校

鐙E8公民館
創08 成島公民館金田公民館

絢崎公民館
21日組公民鐙宮沢小学校

臼村公民館

Q 228~富士兇公民館中原公民館

Q 238 松際公民館 i日間之宣言公
民館

Q 24日須賀会民鰭花水公民銀
グ 268 Y主的台武道場

堅持閤など・各会場とも午後 1 時30

分-3 持まで、料金は無料です。

狂犬病J予防接種

民主主部衛課は、今月、百日せ曹とジ

ブテリヤの予防接喜重第 3回目、こと

し第 2 由自の狂犬病予防接種をいず

れも巡回実施します。該当のお予さ
んをお持ちの方はおi.!îくの会場へ。
愛犬にもお忠れなく予防注射を受け

させてください。 i車問日程など次の
とおり。

野手すま第 3 白隠
前月に引き続害鋳 3@回を実施中で

す。母子手躍をお持ちのうえ、お近

くの会場へ。

層重対象児・ 第 1 劉昭和初年11月 1

回九~39卑 4 月初白までに集まれた

そ子と、これ以前にと在まれた生後一
度もこの予防鐙種を受けたことの
ない子(ことし中に 3 回の接種が
必襲〉。

勝第 2 草耳昭和37年11月 18-38年
4 月初日までに主主まれ、昨年秋に

第 1 競 3隠の盗積を完了レ亡いる

子。(1回接種〉
③第 3昌司昭和33年 4 月 2 日 -34年
4 月 18までに主主まれ、来並皮

11!� 6 白から業務用対象に

経済部商工諜は、 39年度の計量器定
期検査を巡回で行ないます。音量量法
にもとづく年 1 協の定期検査で鶴店
ー会社・工場・綜合・図体主主とが業
務上使ってる計量器ナAてを対象と
しまナ。もよりの会場で検査を受け
てください。
畷巡回検査己寝
11月日目(午前〉豊田公民館

〈午後〉神在日小学校
, 7 白〔午前】城島小学校

〈午後)岡崎蟻業協関組合
11月号店-10臼平塚競輪場
d 11臼〈午喜廿〉土沢農業協同組合

(午後〉旭出張所, 12毘(午吉司〉金回出張所
〈午後〉金白出張所

, 138 八幡公民館
, 14白 中露呈小学校
p 168 松原公民館
, 17日花水公民館
, 18白 富士見小学校
, 19白 書富士見公民館
Q 20日21日 24臼 25臼 市民センター
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(l lJ苦 1B-4 隠・市民センター)

邦楽/詩吟/認曲/琵琶/民謡/洋舞/子供音楽会/合
焔/古楽/演劇/主j詩舞 ilî

輪島義巧を寵露F雪
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平塚市文化遼畿



諜
へ
.

マ
速
記
者
一
名
(
速
記
技
術
検
定
二

級
以
上
・
男
子e初
任
級
一
万
七
千

五
百
円
以
ぷ
緩
験
に
よ
り
加
算
)

ム
運
転
手
一
名
〈
大
型
選
転
免
許
取

得
融
緩
畿
二
年
以
上
・
二
十
一
よ
一
一

十
七
才
ま
で
の
葱
子
・
初
任
給
一
万

六
平
河t
一
一
万
二
千
向
)

マ
土
木
作
業
員
四
名
門
一
一
十
五
よ
一
一

十
七
才
ま
で
の
男
子
、
初
径
給
一
万

七
千
円t
二
万
円
)

以
上
の
ほ
か
定
続
契
給
・
諸
手
当
あ

目
、
い
ず
れ
も
ち
か
く
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
あ
る
予
定
。

盤
ニ
ニ
局
ニ
五
一O議

・2・
平
塚
商
工
会
議
所
の
電
話

.
醐
地
籍
…
番
号
は
一
一
一
一
周
一
一
五
一

o

i
i
;

番
だ
が
、
一
二
局
一
一
一
一
一
一
一
一

五
に
ま
ち
が
っ
て
か
か
る
こ
と
が
多

く
、
こ
の
電
話
の
持
ち
主
が
迷
感
し抗議鰐;品ii;ijgi
iii罪)iiiiii i ii i:}E事
すよさ喜銭安三襲撃宣誓時富
む店長謀議作童謡言葉

室長長会iiizi薄型51F貫主

唱;jFijiiii!i!
i E?Ej青 iiif与
授午ぎ号号幸運主主き長量き議書福

長iii!控訴iiii 手 EZ

iiigtitiiii!i F 

は湾完観替のための掌

て
い
る
と
か
。
今
後
注
意
を
。
あ
た
た
か
い
い

圭警高;長ljPE 言 253 雪 22 訴さ
-露呈 ヰ!凶暴身事会はれて R 時露ぎ定

!iiiiii者!????;iiifzzszi?;:if;?52i3 
2iifHiiiiRigi;iiド ii;主iig;;日 ;;jj

!平塚山弘(11 4 ,620) 

i;新宿 16 ，669(" 3 ,977) 
!馬入 4，402(" 1 ,019) 

1 ， 328) 須賀 16 ， 227( グ 3 ， 972)

1 ， 311) 松風町 1,478(" 424) 

350) 袖ケ浜 1 , 746(" 465) 

530) 桃浜町 2 ， 290( グ 626) 

610) 竜城ケ丘 1 ,416(" 380) 

27の j 黒部ケ丘 2 ， 156( グ 542) 

764) 蓑平 2，032( グ 489)

花水台 2 ， 769( グ 666) 

{車工ケ浜 1 ， 832( グ 475) 

皐7) 撫子原 274(" 89) 

22) 唐ケ原 53(" 17) 

会

一警官z
'" 護
議
Z 
J蓮

宗
主主
勾h
2七
三五
=忠

一三長t 

-ーき
-ミ
E主

季
出

芝三

至宝
虫2

日

7.= 
τ 

三次

否ミE

?i 

_ｭ
z宅: 
4 

2六
一定

三三
自

主ミ
出

雲
::;;:; 

:.~ 

5主
主
出
店

~司

、

?'1 
1 

z 
f 
~ 

三三

Z旬
、

と

"" 
芸
科
1 

r~ 
?J 
口

窪
田

t 
-、宮

示
室主
=冗

出

芸
去三
口
白

雲_. 
Z三
て
~ 

勾
?' 

九
月
一
日
か
ら
護
憲
銀

行
門
社
会
議
祉
協
力
セ
ン

t

タ
I
)が
発
事
レ
た
こ
と

汁
い
は
9

福
祉
e
の
回
様
で
あ

る
市
民
ナ
ペ
て
趨
祉
を
守
る
に
な
い

苧
に
な
る
と
い
う
「
ハ
住
民
参
加
」
の

基
硲
づ
く
り
が
、
い
よ
い
よ
で
嘗
て

き
た
と
い
う
意
義
深
ぎ
を
感
じ
ま
ず

人
々
の
強
弱
、
宰
不
幸
は
、
明
隠

の
こ
と
が
わ
か
ら
怠
い
と
申
さ
れ
ま

す
が
、
い
つ
識
が
ど
こ
で
弱
い
立
場

に
な
り
、
不
幸
な
境
退
に
怠
る
む
か

現
代
に
住
吉
る
人
々
ほ
と
切
奨
に
不

安
定
な
門
口
常
を
送
っ
て
い
る
時
代
は

あ
D

ま
ず
ま
い
。
も
は
や
間
慢
で
は

な
く
理
念C
滋
採
で
、
相
互
設
助
の

糟
神
に
基
い
て
、
住
箆
ひ
と
り
ひ
と

り
が
自
分
の
も
つ
事
績
を
、
自
分
だ

け
の
も
の
と
せ
ず
、
カ
に
応
じ
て
お

常
生
活
の
余
暇
余
裕
を
有
効
適
切
に

活
用
し
て
、
自
分
の
も
つ
も
の
を
更

に
弱
い
者m
vた
岳
、
地
域
役
会
の
た

め
-
に
器
仕
で
嘗
る
と
い
う
こ
と
は
、

老
若
男
女
を
関
わ
ず
そ
の
人
む
人
柄

銀行発足によせて

受ける立場からひとこと

善
意
銀
行
こ
そ
は
、
市
民
m
y
Uのサ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
あ
E

、
申
込
ん

で
お
け
ば
、
自
分
で
苑
っ
け
な
く
て

も
塘
翠
と
お
り
の
翠
色
か
で
嘗
る
と

い
う
わ
け
で
す
か
ら
、
ま
こ
と
に
「 慣

明
敏
」
も
近
代
化
し
た
も
の
で
す
。

私
は
こ
の
欝
意
を
受
け
る
偲
む
者

で
す
が
「
受
け
る
醤
び
」
と
「
与
え

る
幸
福
」
と
が
確
か
に
あ
目
ま
ナ
。

与
え
る
人
々
は
愛
麗
な
時
砲
な
り
金

品
な
ど
を
費
す
の
で
す
が
、
こ
れ
が

単
な
る
ギ
セ
イ
で
な
く
、
必
ず
糟
神

的
見
返
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

し E
や
生
甲
斐
を
つ
く
る
た
む

L
必

婆
な
こ
と
と
僑
り
ま
す
。
と
か

く
「
自
分
な
ど
は
そ
の
資
格
が

な
い
」
と
議
制
揮
す
る
人
が
多
い

が
、
足
も
と
の
袖
ふ
り
合
う
朝

に
も
タ
に
も
善
意
を
期
待
す
る

人
々
が
た
く
ぎ
ん
お
む
ま
す
。

102 

5 ， 953( グ

5 ， 482( グ

1 ,920( " 

2 ,445( " 

3 ,763( " 

1 ， 555( グ

4 ， 637( グ

市街地学lllj人口

上平塚 433(世帯

桜ケ丘 93( グ

民
島
岡
沢
締
民

地

神
域
金
土
間
金

127 ,327 

29 ,431 

67.88帥2

1 ,876 

112 

289 

164 

管内閣j 人口

本庁 75 ， 530(没帯18 ，543)

人口総数­

il!:帯総数・

m域面積・

人口密度・

前{世帯増・
月 4人口社会増・

比 i人口自然増・

あなたの知る策閣に、よ
い行ないをした青少年
(20才まで)がいたら、氏
名・年令・住所・学校ま
たは勤務先・推薦理由を
お知らせくださし」推薦
者の住所氏名も明記のこ
と。日 E濯を問いませんo
rt.く市民の推薦をおまち
します。

し通


